
足腰の弱りや健康上の
不安がある

一般高齢者
（お元気高齢者）

介護予防サービス・
生活支援サービス対象者 要支援１•２の認定 要介護１～５の認定

介護予防サービス
（介護保険による給付）

これまでどおり

地域包括支援センター（または各総合支所総務民生課）に相談

日常生活や健康状態について「基本チェックリスト」（※１）で確認

家事（掃除・買物・調理等）
を手伝って欲しい 介護が必要になった

介護保険の申請（※２）

ケアプラン（※ 3）の作成

「介護予防・日常生活支援総合事業」（総合事業）

一般介護予防事業 訪問型サービス これまでどおり

通所型サービス

その他の生活支援サービス

◆介護予防教室
　�保健師・看護師・管

理栄養士・歯科衛生
士による出前講座

◆介護予防訪問指導
　�保健師・看護師・管

理栄養士・歯科衛生
士による訪問指導

◆�訪問介護（ホームヘルプサービ
ス）

　�掃除、買い物、調理、入浴や
排泄の介助など

◆�歯科衛生士、管理栄養士によ
る短期集中型サービス

◆�生活支援サポーター（有償ボ
ランティア）による支援

　�ゴミ出し、代筆、簡単な調理
など

○訪問看護
○通所リハビリ（デイケア）
○訪問リハビリ
○�短期入所生活介護（ショートス

テイ）
○小規模多機能型生活介護
○認知症対応型通所介護
○福祉用具貸与（レンタル）
○住宅改修　など
※�現行の「訪問介護」と「通所介護」

は左の訪問型・通所型に移行◆通所介護（デイサービス）
◆短期集中型サービス

◆�高齢者友愛訪問（声かけ・話し
相手）

サービスの利用の流れ

問い合わせ・相談は、菊池市地域包括支援センター（高齢支援課地域包括支援係）へ
地域包括支援センターは、高齢者の皆さんに関する相談窓口です。
皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らすための支援を行います。気軽にご相談ください。

訪問介護と通所介護の
仕組みが変わります

※１．�身体・口腔・栄養・認知面に関する
質問票

※２．�40 ～ 64 歳で介護が必要な人は、
チェックリストではなく介護保険
申請が必要

※３．�どんなサービスをどのように利用す
るかを記した介護計画書

　これまでは、体の状態にかかわらず利用者全員が
一律のサービスを受けていましたが、４月からは体の
状態に合わせた内容のサービスを実施します。
　新しい「訪問型Ａ」および「通所型Ａ」サービスは、
入浴介助や移動介助などの身体介助を必要としない
人が対象です。
　利用料についても１カ月単位の一律の金額でした

が、利用した回数に応じた負担となり、さらに身体介
助を必要としないので、利用料金は安くなります。
　できるだけ介護を必要としない状態を維持する「介
護予防」に重点を置いた内容のサービスを提供しま
すので、心身機能のますますの向上が期待できます。
　要介護認定（１～５）を受けている人は、これまでど
おり介護サービスを利用できます。

対象は身体介助の
必要な人

　
入浴介助や移動介助などの
身体介助が不要な人は「訪問
型Ａ」「通所型Ａ」が利用で
きます。身体介助が必要な人
は、引き続き訪問介護、通所
介護を利用できます。

対象者

心身の健康を
サポートします

できるだけ介護を必要とし
ない状態を維持できるよう
に「介護予防」に重点を置き、
本人の力を生かしながら支
援します。

目指すこと

利用料は
使った分だけ

身体介助が不要な分、１回当
たりの利用料金は安くなり、
さらにサービスを利用した
回数分の負担となります。

利用料

基準緩和サービス A
訪問型サービス A
通所型サービス A

訪問介護
通所介護

（変更なし）

身体介助が不要 身体介助が必要
訪問介護

通所介護

これまで ４月１日から

要支援１・２の認定者と総合事業対象者の皆さん

【問い合わせ先】
�地域包括支援センター（高齢支援課 地域包括支援係 ）
☎0968（25）7216
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